
１
８
３
万
人
。
有
効
求
人
倍
率
は
２
・
59
。

全
産
業
の
１
・
08
と
比
べ
高
く
、
圧
倒
的
な

人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
採
用
が
な
か
な
か
で
き
な
い
要
因
の
一
つ

は
不
満
に
も
あ
る
賃
金
の
問
題
で
す
。

　
　
働
く
側
か
ら
み
た
介
護
職

介
護
職
は
離
職
率
が
高
い
の
か

　
「
介
護
職
は
大
変
で
、
賃
金
も
低
い
。
だ
か

ら
離
職
率
が
高
い
」。
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
介
護
職
の
離
職
率
は
２
０
１
５
（
平
成
27
）

年
10
月
１
日
か
ら
の
１
年
間
で
16
・
７
％
。

全
産
業
で
は
15
・
０
％
。
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
が
全
産
業
で
最
も
高
い
28
・
６
％
。

介
護
職
だ
け
が
特
別
高
い
と
い
う
訳
で
は
な

さ
そ
う
で
す
。（
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
調
べ
）

　

図
に
あ
る
よ
う
に
介
護
の
仕
事
を
選
ん
だ

理
由
は
「
働
き
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
た

か
ら
」
が
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
不
満
に
感
じ
て
い
る
の
は
「
人
手
が

足
り
な
い
」
の
53
・
２
％
。
そ
し
て
「
仕
事

内
容
の
割
に
賃
金
が
低
い
」
が
41
・
５
％
。

　

平
成
27
年
度
介
護
職
の
職
員
数
は
お
よ
そ

介
護
職
を
め
ぐ
る
国
の
取
り
組
み

　

現
在
、
介
護
職
に
対
し
て
の
賃
金
補
助
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
資
格
取
得
の
費
用

補
助
等
、
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
資
格
取
得
は
賃
金
ア
ッ
プ
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
保
険

制
度
の
理
解
が
介
護
技
術
の
習
得
に
よ
り
、

介
護
を
取
り
巻
く
様
々
な
人
に
役
立
ち
ま
す
。

特
に
骨
格
や
筋
肉
、
神
経
等
、
身
体
の
仕
組

み
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
、

利
用
者
の
安
全
と
同
時
に
介
護
者
の
腰
痛
予

防
等
に
も
活
か
さ
れ
、
長
く
仕
事
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
職
を
担
う
人
材
の
確
保
に
向
け
、
介

護
の
魅
力
を
伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、

小
中
学
生
に
対
し
て
、
高
齢
者
と
接
す
る
機

会
を
増
や
す
体
験
型
学
習
を
進
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。	

（
本
文
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　
佐
野
）

介護職員

初任者研修

在宅・施設で働く際の基
本的な知識・技術を習得

実務者研修

平成27年度から介護福
祉士の受験資格に必須

介護福祉士

利用者の状態に応じた
介護や、幅広い知識・技
術を習得し、的確な介護
を行う

認定

介護福祉士

介護福祉士の上位資格
で、他の現場職員を指導。
他の職種との連携での
キーパーソンに

ヘルパーの仕事は天職

介護ヘルパー　近藤礼子さん
　訪問ヘルパーとして介護に携わ

り、もう18年近くになります。

　夫の母を遠距離介護したのがき

っかけで、偶然見たチラシに載っ

ていたヘルパー研修を受講しまし

た。

　新しい利用者さんの所へ行くと、

必ず出身や趣味、好みなど出来る

だけ多くの情報を仕入れ、勉強し

ます。相手に寄り添うことで信頼し

てもらい、安心して任せてもらうこ

とが出来るからです。

　「あんたが来るのを待ってたの

よ」。利用者さんに感謝されること

が何よりも嬉しい。「あんたも頑張

ってよ」と励まされることもありま

す。

　仕事はどんな仕事でも大変です

が、違いはない、同じだと思います。

人と関わること、お世話することが

好きな人は気負わずに介護の世界

に来てほしいと思います。

　人手不足は深刻。とにかく

本当に人が足りないんです！

　在宅介護が必要な高齢者を

対象とした介護サービスを提

供しています。実は在宅での

ケアを希望される方は非常に

多いのですが、叶えられる体

制がなかなか整いません。ヘ

ルパーが増えなければ、利用

者さんも増やすことが出来ま

せん。空いた少しの時間、ヘ

ルパーの仕事をしてくれる人

を増やしたいというのが切実

な願いです。

　ホームヘルパーの仕事は入

浴や着替え等の介助を含む身

体介護と、掃除や洗濯等を含

む生活援助の２つに分けられ

ます。利用者さんの希望や状

況に合わせてサービスを提供

します。

　同じ利用者さんでも日によ

って違います。だから瞬時に

判断し、接し方を変える、その

姿はまるで女優です。コミュニ

ケーションが大事な仕事です。

　ヘルパーの仕事は派手では

ないし、キレイなものでもあ

りません。しかし利用者さん

のそばにいて、自信や勇気を

与え、笑顔にする力を持って

います。なかなか表には出な

いこのヘルパーの魅力や力を、

ヘルパー同士で話し合い、語

り合ってもらう機会をもっと作

ろうとしています。

　ヘルパーたちの意識を変え、

自ら魅力を発信してもらうこと

で、新たな人材確保につなげ

たいと考えています。

ヘルパーは人を笑顔にする
ことができる仕事

介
護
職
の
資
格
・
キ
ャ
リ
ア
の
流
れ
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「働きがいのある仕事だと思ったから」が 52.4％（52.2％）。 

52.4

38.3

31.9 31.5

24.2 23.0

17.7 15.5 14.5
10.7

52.2

35.8 34.1 31.8

24.1 23.3

16.1 16.1 14.7
10.0

0

10

20

30

40

50

60

働
き
が
い
の
あ
る
仕
事

だ
と
思
っ
た
か
ら

資
格
・技
能
が
活
か
せ
る
か
ら

今
後
も
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

仕
事
だ
か
ら

人
や
社
会
の
役
に
立
ち
た
い
か
ら

お
年
寄
り
が
好
き
だ
か
ら

介
護
の
知
識
や
技
能
が

身
に
つ
く
か
ら

自
分
や
家
族
の
都
合
の
よ
い

時
間
（日
）に
働
け
る
か
ら

身
近
な
人
の
介
護
の
経
験
か
ら

生
き
が
い
・社
会
参
加
の
た
め

他
に
よ
い
仕
事
が
な
い
た
め

(%)

平成28年度

全体（n=21,661）

平成27年度

全体（n=21,848）

53.2 

41.5 

34.9 

29.9 28.1 27.5 
25.7 

18.2 

12.7 11.9 
10.7 10.4 

50.9 

42.3 

34.6 

30.4 

27.9 
29.4 

26.4 

17.7 

14.3 
12.5 11.0 10.5 

0

10

20

30

40

50

人
手
が
足
り
な
い

仕
事
内
容
の
わ
り
に

賃
金
が
低
い

有
給
休
暇
が
取
り
に
く
い

身
体
的
負
担
が
大
き
い

（腰
痛
や
体
力
に
不
安
が
あ
る
）

精
神
的
に
き
つ
い

業
務
に
対
す
る

社
会
的
評
価
が
低
い

休
憩
が
取
り
に
く
い

夜
間
や
深
夜
時
間
帯
に
何
か
起
き
る

の
で
は
な
い
か
と
不
安
が
あ
る

健
康
面
（感
染
症
、
怪
我
）

の
不
安
が
あ
る

労
働
時
間
が
不
規
則
で
あ
る

労
働
時
間
が
長
い

福
祉
機
器
の
不
足
、
機
器
操
作
の

不
慣
れ
、
施
設
の
構
造
に
不
安
が
あ
る

（%）

平成28年度

全体（n=21,661）

平成27年度

全体（n=21,848）

表 3　仕事を選んだ理由（複数回答）

平成 28 年度「介護労働実態調査」の結果　公益財団法人介護労働安定センター

居宅介護支援事業所　ＱＯＬケアサービス
運営・ケアマネジャー　間宮奈保子さん

手を組めば新しい風

誇りをもち介護の世界で働く人との出会いが、私自身の介護への気持ちを前向きなものに変えてくれました。
佐野

編
集委

員からの一言
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